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第４ 水運用 
 

１ 水運用センターによる監視 

 

安定した給水を確保するためには、原水の効率的運

用やきめ細かな配水調整を行うとともに、水道施設整

備などの施策を総合的に推進し、限られた水資源を最

大限に有効活用していかなければならない。 

  そこで、当局は、水運用センターを設置して、各種

データを各所から収集し、多摩地区の主要施設を含め

た都全域の監視を 24時間体制で実施している（図２－

13） 

 

図２－13 水運用センターに集約される主な情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水運用センター監視室では、天候や曜日等で変化す

る水道需要に対して配水量を予測し、送配水管の流量

及び圧力を最も適切になるよう調整するなど、日々の

水運用においてきめ細かな対応を行っている。 

  さらに、近年の水道施設整備事業により、送・配水

幹線網が整備されてきたことから、浄水場及び給水所

間のバックアップ体制が充実し、広域的な送・配水系

統の相互融通も可能となった。このことにより、水質

事故、停電事故等が発生した場合にも、迅速な幹線の

系統変更を行うことで、影響を最小限に抑えることが

できるようになった。 

  現在の原水及び送・配水幹線網は、水道施設整備事

業概要図（巻末折込図参照）のとおりである。 

  水運用センターは、配水量予測、配水池運用、管路

事故検知システム等の水運用に係るソフトウエアを開

発し、日々の水運用業務に活用している。 

また、使用エネルギーの最小化に取り組んでおり、

より一層効率的な水運用を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水運用センター監視室 

 

２ 原水の相互融通 

 

原水連絡施設は、利根川・荒川水系の原水を荒川か

ら取水し、東村山浄水場に揚水するとともに、多摩川

水系の原水を自然流下により朝霞浄水場へ補給できる

ようにし、原水の相互融通性を持たせた施設である。 

この原水連絡施設は、昭和 39年の東京オリンピック

を目前に控え、史上空前の渇水に悩んでいた東京に、

荒川から緊急利水として取水を許可された原水の早期

通水を目的として整備されたものである。 

この原水連絡施設を活用して、通常時は主に利根

川・荒川水系の水を利用し、利根川・荒川水系の水質

事故時や渇水時等においては、多摩川水系の水を利用

するなど、原水の効率的な運用を図っている。 

なお、令和３年１月に第二朝霞東村山線が完成、３

月より稼働し、原水連絡施設の二重化が図られた。 

 

図２－14 利根川と多摩川との連絡施設 
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（４）有機フッ素化合物への対応 

 
 近年、有機フッ素化合物による水源汚染が明らかと

なっており、当局においても多摩地区の一部の井戸水

源を中心に検出されている。有機フッ素化合物は、撥

水剤や消火剤等に広く用いられており、環境中に排出

されると長く残存することが知られている。 
有機フッ素化合物のうち、ペルフルオロオクタンス

ルホン酸（PFOS）及びペルフルオロオクタン酸（PFOA）

は、令和２年４月 1 日に水道水質に関する基準等にお

ける位置付けが「水質管理目標設定項目」となり、暫

定目標値が定められた（PFOS 及び PFOA の量の和とし

て 0.00005mg/L 以下）。 

また、令和３年４月１日には、有機フッ素化合物の

ペルフルオロヘキサンスルホン酸（PFHxS）が「要検討

項目」として位置付けられた。当局では、水道水及び

浄水場の原水・浄水について定期的に PFOS、PFOA 及び

PFHxS を測定し、その結果をホームページに公表する

とともに、水道水における PFOS 及び PFOA の値が暫定

目標値を下回るよう継続的な管理を徹底している。 

 
（５）かび臭対策 

 
 植物プランクトンの中には、かび臭を産生する藍藻

類が存在し、水温が高くなる夏場を中心に貯水池内で

繁殖し、水源河川のかび臭原因物質の濃度を上昇させ

ることがある。その他に、河床の石に付着した藍藻類

に起因するかび臭原因物質の濃度上昇も発生している。 

当局では、かび臭を感じない安全でおいしい水を供

給するため、水源河川や原水におけるかび臭の検出状

況を監視し、原水で高濃度のかび臭が検出された場合

には、通常の浄水処理では除去が困難であることから

粉末活性炭の注入により対応を、高度浄水処理におい

てはオゾン注入強化等により対応を行っている。また、

原水水質に応じた浄水処理の高度化に関する調査及び

実験を行い、最適な浄水処理の導入に向けた検討も行

っている。 
 
（６）クリプトスポリジウム対策 

 
クリプトスポリジウムは、人畜共通感染症の病原体

（原虫）で、主たる症状は、下痢と腹痛である。この

原虫は、通常の塩素消毒で完全に死滅させることは難

しいが、適切な浄水処理で原水の濁りを取り除くこと

によって除去することができる。 

当局では、平成 19年３月に厚生労働省が示した「水

道におけるクリプトスポリジウム等対策指針」（令和元

年５月改正）に基づき、「ＴＯＫＹＯ高度品質プログラ

ム（東京都版水安全計画）」の中でクリプトスポリジウ

ム検出時等の対応を定めている。 

 
（７）小河内貯水池の富栄養化対策 

 
貯水池では、生活排水等に伴って、窒素、りん等の

汚濁物質が流入すると、それを栄養分とする藻類が大

量に繁殖することがある。この藻類の大繁殖は、貯水

池を水源とする浄水場にかび臭などの異臭味障害やろ

過障害を引き起こす。 
小河内貯水池でも上流の河川流入部において、夏季

を中心にアオコ（湖面に青い粉をまいたように見える

現象）が発生している。   
そのため、当局ではアオコ対策として、下水道整備

等の汚濁物質流入抑制対策に加え、アオコの拡散を防

止する分画フェンスを設置し、貯水池の水質保全に努

めている。 

 

（８）調査・実験 

 
水源の水質汚濁が複雑化及び多様化している実情か

ら、水質管理の一層の強化及び浄水処理の効率化を図

るため、当局では、浄水処理技術の開発及び改良に努

めている。 

なお、研修・開発センター及び水質センターにおい

て、令和６年度に実施した調査及び実験の主な内容は、

次のとおりである。 

ア 浄水処理の高度化及び効率化に関する検討 

イ 様々な化学物質の処理性に関する検討 
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